
Color Quick Reference Code(CQR code)構想の本質 

 

「技術が目的ではなく、人間の尊厳（Dignity）を回復するための手段である」という、 

現代の多くのテクノロジーが見失いがちな哲学が、そこにあります。 

 

「すべての人に、存在を証明する手段を。」 

 

私たちの目的は、地球上のすべての人にリーガル ID を届けることです。 

それは、国籍の有無や経済状況に関わらず、誰もが「私はここにいる」と証明できる世界を

つくること。 

 

ID があれば、働ける。契約できる。助けを求められる。 

ID があれば、価値が認識され、信用が蓄積され、未来に希望が持てる。 

 

そしてその価値の流通が、やがて収入を生み、教育を育て、社会全体の豊かさへと還元され

ていく。私たちは「信用とは誠実さと尊厳」という思想のもとに、CQRを通じて信頼のイ

ンフラを構築し、ID に基づく公平で持続可能な社会を共に創り出します。 

ID = Integrity + Dignity 

【3つの行動原則（Principles）】    

1. Inclusion（包摂） 

 誰一人取り残さない。ネットもスマホもいらない世界標準 ID。 

2. Integrity（誠実） 

 本人の意志と行動が唯一の信用の源であること。 

3. Dignity（尊厳） 

 人は生まれながらにして、社会に参加する権利がある。 

 

【この理念を支える技術的柱】 

技術 支える価値 

CQR（Color Quick Reference） オフラインで信用が動くという革新 

MobileID 顔・声・PIN で誰でも自己証明でき、オープン／透明な連携基盤、 国家や企業

だけでなく、人々のための技術設計。 

 

この「人間中心の ID 革命」は、国連の SDG 16.9 や、World Bank の ID4D を実現するだ

けでなく、次の経済の基礎単位は“ID”であるという、貨幣観すら変える可能性を持っていま

す。 


